
 

 

杉本 昭 会長 

 

 先週の 3ヶ月ぶりの例会

では、遅れて参加してくれ

た会員を含めて今年度の

平均出席率 75.5％を何と

かカバー、21 回目の本日の

例会に繋げることが出来

ました。今日もこうして例

会が開催できますのも、ひ

とえに会員諸兄のクラブ

に対する参加意識が支えてくれているものと感謝する次第で

す。 

さて今日は、昨年 12 月に「ロータリーの疾病予防と治療月間」

に因んで準備していた例会の会長挨拶（我が国の課題について）

を、今まで続けてきた「日本の人口」と現在発生している「ウ

イルス禍」2 月 15 日に 7,000 人に達した国内での死者がわず

か 15 日、即ち半月で（3 月 2日）1,000 人も増えて 8,000 人を

超えている状況とを重ねた切り口で紹介しようと思います。 

今まで政府が想定してきた人口問題の危機は団塊世代が後期

高齢化する「2025 年問題」であることは昨年 11 月の例会でリ

ニアか団塊世代の老々介護かでお話しした通りですが、図らず

もコロナ禍における重症化リスクの観点からこの世代が注目

されてしまいました。人口ボリュームが最大の世代が大病を患

いやすい 75 歳以上になり医療・介護費用がかさむ懸念から政

府は社会保障・税の一体改革を進めようとしています。しかし、

ここにもう一つ、今から 20 年後の 2042 年が最大のピンチとい

う見方があります。国立社会保障・人口問題研究所の推計によ

ればこの時の高齢者の数は 39,352 千人と 4,000 万人に迫り、

現在よりも 500 万人近く上回るピークを迎えるというのです。

90 歳代でまだ健全な団塊世代とそのジュニア世代、加えてそ

れらの中間層が元気だからです。高齢者の絶対数が増えれば高

齢者向けの医療サービスも増やさざるを得ない。高齢者向けサ

ービスはその時に間に合うようにしなければならないのに、そ

の社会の支え手である勤労世代は 2025 年と比較して 1,256 万

人も減少する。そのうえ、団塊ジュニア世代は就職氷河期世代

でもあり、ニートに代表されるように思うような職に就けなか

った人も多く、この負担に耐えられないし、彼らの年金保険料

の納付実績も乏しい。ましてや、その時に現在の世界が見舞わ

れているような事態が起きたら一体、日本の医療体制はどうな

るのでしょうか。今のままでは医療崩壊はずっと早く襲い掛か

ってくるでしょう。 

医療・介護は言うに及ばず、こうした社会保障の原資と安全・

安心という日本の強みをいかにして確保するかが問われてく

る、いや今回の事態が、既に問われていることを表しているの

ではないでしょうか。 

「日本の人口･･その 8」コロナ禍と団塊ジュニア世代の行く末

でした。 

 

 

米山記念奨学生受入カウンセラー青島直久君に  

感謝状を贈りました。    杉本 昭  会長  

 

米山功労者の表彰      杉本 昭  会長  

 

3 回 青島 直久君 近藤 吉典君 吉田 雄一君 

   清水 誠一君 村田 昌弘君 吉田 典充君 

   山竹 葉子君 村松 英和君 村松 直行君 

福崎 正展君 

 

米ロータリー財団  ポールハリスフェローの発表     

杉本  昭 会長  

初回 塩川 彰君 中山 晃一君 芳村 正樹君 

マルチプル 1 回目 岡村 延昌君 浅原 博君 

マルチプル 2 回目 水野 康男君 

マルチプル 3 回目 大石 訓永君 橋本 喜史君 

 

第 2908 回例会(第 21回) 例会  3 月 4日(木) 12:30～ 

司会  村田 昌弘 幹事 

ソングリーダー 親睦活動委員会 中山 晃一 君 

 ♪奉仕の理想 ♪春の小川 

四つのテスト 職業奉仕委員会 河合 博 君 



 

 

 

村田 昌弘 幹事 

 

・4 月例会プログラムが承認されましたので配布しました。 

・60 周年記念事業の予算案が承認されました。 

 

村田 昌弘 幹事 

 

・2 月 28 日、リモートミーティング ZOOM にて RI2620 地区 

2021-2022 年度地区チーム研修セミナーが開催され当クラ 

ブより松村友吉パストガバナーと岡村延昌 2620 地区会員増 

強維持拡大副委員長が出席しました。 

・本日例会終了後、定款・内規・細則改定プロジェクトの会 

議を開催しますので該当するメンバーは出席をお願いしま 

す。 

 

 

坂本 繁 君 

 

本人誕生祝 

河合 博 君 S36.3.10 

 

 

 

 

 

柴田 英典 君 

 

杉本 昭 君 

先週、3 ケ月ぶりの例会でした。会員皆様の出席率が心配で

したが、本年度平均出席率をクリアして、ホッとしました。

75.5％でした。皆様のクラブへの参加意識を盛り上げるよう

関係委員会の活発な活動に期待し、併せて先週の出席に感謝

を込めてスマイルします。 

 

 

 

 

 

 
 

「戦略計画委員会担当」進行：松村  友吉  君  

 

RI からの戦略計画立案ガイドを参考に、テーブル

に別れて意見交換を実施しました。戦略計画立案の

第 1 段階：現状分析クラブの現状はどうか？ 

事前に会員にアンケートさせて頂き、焼津ロータリ

ークラブの長所と短所を整理しました。今回は、第

2 段階のビジョンの作成に向かい、どのようなクラ

ブになりたいかをディスカッションしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
会員数 出席数 出席率 

月日 

M-UP 

確定 

出席率 

3月 4日 
53 

(53) 
41名 77.36% 名 % 

 

ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


